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特集

教員の働き方改革が叫ばれる中、とくに課題
となっているのが保護者対応です。対応に苦
慮する結果、心身の不調を訴える教員も少な
くありません。保護者や地域との関係構築が
急務となる今、どのような取り組みが進んでい
るのでしょうか。今回は、国の施策と、信頼関
係の構築に向けた現場の工夫を追います。

取材・文●甲斐ゆかり（サード・アイ）　イラスト●あきんこ

教
員
の
長
時
間
勤
務
と

そ
の
実
態

　

文
部
科
学
省
が
実
施
し
た
２
０
２
２
年
度

「
教
員
勤
務
実
態
調
査
」
に
よ
れ
ば
、
小
学
校

教
員
の
在
校
等
時
間
は
週
あ
た
り
50
～
60
時
間

が
半
数
以
上
、
55
時
間
以
上
働
い
て
い
る
教
員

は
約
34
・
２
％
に
の
ぼ
り
ま
す
。
授
業
準
備
だ

け
で
な
く
、
部
活
動
や
学
校
行
事
へ
の
対
応
な

ど
業
務
は
多
岐
に
わ
た
り
、
教
員
の
慢
性
的
な

過
重
労
働
が
浮
き
彫
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

長
時
間
勤
務
は
心
身
の
疲
労
を
招
く
だ
け
で

な
く
、
授
業
の
質
や
子
ど
も
と
の
関
わ
り
方
に

も
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
質
の

高
い
教
育
の
持
続
性
を
確
保
す
る
に
は
、
早
急

な
労
働
環
境
の
改
善
が
不
可
欠
で
す
。

｢保護者対応｣
の最前線

問題の解決を目指してすすむ

「
ク
レ
ー
ム
対
応
」が
も
た
ら
す

大
き
な
負
担

　

教
員
の
多
忙
感
を
さ
ら
に
深
刻
化
さ
せ
て
い

る
の
が
、
保
護
者
や
地
域
住
民
か
ら
の
ク
レ
ー

ム
対
応
で
す
。
２
０
２
４
年
３
月
に
発
表
さ
れ

た
パ
ー
ソ
ル
総
合
研
究
所
の
「
教
員
の
職
業
生

活
に
関
す
る
定
量
調
査
」
で
は
、「
保
護
者
や

地
域
か
ら
の
ク
レ
ー
ム
が
多
い
」「
１
件
の
対

応
に
長
時
間
を
要
す
る
」「
心
身
に
大
き
な
負

担
を
感
じ
る
」
と
い
っ
た
項
目
に
、
多
く
の
教

員
が
共
感
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

と
り
わ
け
対
応
の
難
し
さ
が
増
し
て
い
る
の

は
、
些
細
な
ト
ラ
ブ
ル
が
過
剰
な
要
求
に
つ
な

が
る
ケ
ー
ス
で
す
。
保
護
者
へ
の
説
明
や
謝
罪

を
重
ね
て
も
納
得
さ
れ
ず
、
メ
ー
ル
や
電
話
が

長
期
間
に
わ
た
っ
て
続
く
よ
う
な
事
案
に
お
い

て
は
、
教
員
が
孤
立
し
、
心
身
を
す
り
減
ら
す

こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

１週間の総在校等時間の分布

＊1週間あたりの正規の勤務時間は38時間45分。
（2022年度「教員勤務実態調査」）

（2022年度：小学校／17,762人）

40時間未満

40時間〜45時間未満

45時間〜50時間未満

50時間〜55時間未満

55時間〜60時間未満

60時間〜65時間未満

65時間〜70時間未満

70時間〜75時間未満

75時間〜80時間未満

80時間〜85時間未満
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立
川
の「
乱
入
事
件
」が

示
し
た
も
の

　

そ
の
よ
う
な
状
況
で
、
２
０
２
５
年
５
月
に

東
京
都
立
川
市
の
公
立
小
学
校
で
発
生
し
た
学

校
乱
入
事
件
は
、
保
護
者
対
応
の
あ
り
方
が
問

わ
れ
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
事
件

で
は
、
授
業
中
の
教
室
に
保
護
者
と
み
ら
れ
る

男
性
２
人
が
侵
入
し
、
教
職
員
５
名
が
負
傷
。

発
端
は
児
童
間
の
ト
ラ
ブ
ル
を
め
ぐ
る
保
護
者

と
の
や
り
と
り
に
あ
り
ま
し
た
。
昨
今
の
学
校

現
場
に
お
け
る
保
護
者
対
応
の
難
し
さ
を
象
徴

す
る
事
案
と
い
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
の
事
件
は
、
教
員
と
保
護
者
の
信
頼
関
係

が
崩
れ
た
先
に
ど
の
よ
う
な
リ
ス
ク
が
あ
る
か

を
社
会
に
強
く
印
象
づ
け
ま
し
た
。
同
時
に
、

学
校
単
独
で
の
対
応
に
は
限
界
が
あ
る
こ
と
を

あ
ら
た
め
て
浮
き
彫
り
に
し
た
と
も
い
え
ま
す
。

信
頼
関
係
の
構
築
に
む
け
た

仕
組
み
づ
く
り

　

こ
れ
ら
の
課
題
を
克
服
し
、
子
ど
も
た
ち
が

安
心
し
て
学
べ
る
環
境
を
つ
く
る
に
は
、
教
員

の
働
き
方
改
革
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
学
校
・

保
護
者
・
地
域
間
の
信
頼
関
係
醸
成
が
欠
か
せ

ま
せ
ん
。

　

文
部
科
学
省
は
、
２
０
２
４
年
度
か
ら
、
保

護
者
や
地
域
住
民
か
ら
の
過
剰
な
苦
情
や
不
当

な
要
求
等
の
学
校
だ
け
で
は
解
決
が
難
し
い
事

案
に
つ
い
て
、
経
験
豊
か
な
学
校
管
理
職
Ｏ
Ｂ

等
を
「
学
校
問
題
解
決
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
」
と
し
て
派
遣
し
、
外
部
の
専
門
家
と
連

携
し
た
行
政
に
よ
る
支
援
体
制
の
構
築
を
推
進

す
る
た
め
の
委
託
事
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
学
校
問
題
解
決
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
中
心
に
、
様
々
な
専
門
家
が
参
画

す
る
体
制
を
整
備
。
学
校
の
み
に
よ
る
対
応
と

せ
ず
、
行
政
に
よ
る
学
校
問
題
解
決
の
た
め
の

支
援
体
制
の
構
築
を
目
指
す
と
し
て
い
ま
す
。

２
０
２
５
年
度
は
７
市
区
町
村
、
５
都
道
府
県

で
の
事
業
が
実
施
中
で
す
。

　

教
員
の
働
き
方
改
革
と
並
行
し
て
、
保
護
者

や
地
域
と
の
信
頼
関
係
を
ど
の
よ
う
に
構
築
す

る
か
は
、
今
後
の
学
校
教
育
に
お
い
て
極
め
て

重
要
な
課
題
で
す
。
本
特
集
で
は
、
保
護
者
と

の
関
係
構
築
に
正
面
か
ら
取
り
組
み
、
成
果
を

あ
げ
つ
つ
あ
る
自
治
体
の
取
り
組
み
を
紹
介
し

ま
す
。

　

教
職
員
の
負
担
を
減
ら
し
な
が
ら
、
信
頼
関

係
を
築
い
て
い
く
ヒ
ン
ト
を
探
り
ま
し
ょ
う
。（パーソル総合研究所「教員の職業生活に関する定量調査」2024年）

クレーム対応に対する教師の声
小学校：1000人（回答者数）

１
つ
の
ク
レ
ー
ム

対
応
に
か
な
り
の

時
間
を
割
か
れ
る

57.3%

67.6%

ク
レ
ー
ム
対
応
に
よ
って

心
身
が
疲
弊
す
る
こ
と

が
よ
く
あ
る

保
護
者
や

地
域
住
民
か
ら
の

ク
レ
ー
ム
が
多
い

40.7%
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学校問題解決のための支援体制の
構築に取り組み、成果をあげている
天理市。市長自ら情熱をかけて実践
を進めています。事業開始から2年目
となるこれまでの歩みを見ていきます。

新しい試みの取り組み例
天理市子育て応援・相談センター 「ほっとステーション」

並河健さん

山口忠幸さん

天理市長

天理市教育委員会
教育次長

　
「
保
護
者
対
応
」
は
学
校
の
大
き
な
役
割
の

一
つ
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
離
職
者

数
・
休
職
者
数
の
増
加
や
、
校
長
・
教
頭
職
の

な
り
手
不
足
と
い
う
危
機
的
な
人
員
不
足
の
状

況
が
続
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
解
決
す
る
た
め

に
文
部
科
学
省
が
始
め
た
の
が
こ
の
委
託
事
業

で
す
。

　

並
河
市
長
は
、
天
理
市
で
は
さ
ら
に
一
歩
進

ん
だ
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
と
説
明
し
ま
す
。

「
文
部
科
学
省
の
モ
デ
ル
で
は
、
保
護
者
対
応

の
窓
口
は
基
本
的
に
学
校
が
担
い
ま
す
。
天
理

市
で
は
、
そ
れ
を
市
が
行
う
体
制
と
し
ま
し
た
。

そ
う
す
る
こ
と
で
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
や
弁
護
士
、
心
理
士
な
ど
、
専
門
家

の
力
を
よ
り
活
か
し
、
先
生
た
ち
の
負
担
を
減

ら
す
こ
と
を
目
指
し
ま
し
た
（
並
河
市
長
、
以

下
市
長
）」

　

具
体
的
に
は
、
ど
の
よ
う
な
体
制
と
な
っ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

「
市
が
担
う
と
い
っ
て
も
、
現
場
に
い
る
先
生

方
を
完
全
に
窓
口
か
ら
外
す
と
、『
当
事
者
な

の
に
話
を
聞
い
て
も
ら
え
な
い
』
と
い
う
保
護

者
側
の
不
満
や
、
先
生
自
身
の
ス
ト
レ
ス
も
生

じ
て
し
ま
い
ま
す
。
で
す
か
ら
現
在
は
、
学
校

に
相
談
が
あ
っ
た
場
合
で
も
、『
ほ
っ
と
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
（
以
下
Ｈ
Ｓ
）』
の
ス
タ
ッ
フ
と

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
現
地
に
入
り
、
先
生
と
役
割

を
分
担
し
て
対
応
し
て
い
ま
す
。
こ
う
す
る
こ

と
で
、
先
生
方
が
ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
な
い
体

制
を
整
え
て
い
ま
す
（
山
口
次
長
）」

　

財
政
面
で
も
工
夫
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

「
心
理
士
や
専
門
職
の
雇
用
拡
大
に
は
、
そ
れ

な
り
の
人
件
費
が
か
か
り
ま
す
。
モ
デ
ル
事
業

と
し
て
の
補
助
も
受
け
つ
つ
、
財
源
を
振
り
替

え
て
充
当
し
て
い
ま
す
。

　

新
た
に
予
算
を
獲
得
す
る
だ
け
で
な
く
、

『
既
存
の
仕
組
み
を
見
直
し
、
よ
り
効
果
的
な

配
分
を
行
う
』
と
い
う
発
想
で
す
（
市
長
）」

お話をうかがったのは

理不尽なクレームの事例

事業実施前の保護者対応の仕組み

事業実施後の保護者対応の仕組み

学校は何時でも早期対応することが誠意という意識に
とらわれ、教職員は疲れ切っていました。担任が抱え
きれない事例の場合、たび重なるケース会議で学校全
体が忙殺され、教育実習に来た学生が、厳しい状況を
見て民間志望に転向することもありました。

これまで、保護者からの相談・苦情の対応は学校が窓口となっていました。
学校や教育委員会の対応に満足できない保護者が、市長や議会に直談判す
るケースもありました。

「ほっとステーション」をハブ（中核）として、市全体がチームとして取り組
むことで、教育現場の負担軽減を目指しました。経験則による単線的な対
応から、専門家の視点を交えた複眼的な対応へと転換しました。

日常生活で
保護者対応を負担に
感じていますか

保護者対応で授業に
支障が出たことが
ありますか

心労で休職した
経験のある教員

➡自宅で子どもが嘘をつき、やってもいないこ
とをやったと言われ、どういうことかと問わ
れた。やっていないと伝えても「子どもが言
ってるんやから間違いない」と言われた。

➡夜間の家庭訪問を強要された。

➡担任の変更を要求された。

➡「あなたには子どもを見る力がないので、先
生をやめてください」と言われた。

天理市の現状
（2023年度教員アンケートより）

感じているある
77.5%63.3%

感じていない
22.5%ない

36.7%

4人に1人

保護者

相談・苦情 助言

直訴

希望者のみ

対応

顧問弁護士

いじめ問題等
対策委員会

カウンセリング

家庭児童相談室

学校

教育総合センター

市長部局

担
　
　
任

生
徒
指
導
主
任

学
年
主
任

教
　
　
頭

校
　
　
長

教
育
委
員
会

相談 分析 判断

交渉 調整 支援

学
校
等
へ
の
意
見・要
望
を

電
話・来
所・メ
ー
ル
等
で
相
談

内容に応じた
専門家の助言直接訪問にも同席

常時6〜7名が在籍し、チームで対応

市立学校等

⃝弁護士
⃝医師
⃝心理士（師）
⃝作業療法士
⃝保健師・看護師
⃝警察関係者

市長
教育委員会

子育て応援・相談センター ほっとステーション

心理士（師）SV（スーパーヴァイザー）

専門家会議

こども
まんなか

こども
まんなか

こども
まんなか

退職校園所長
（13名）

相談と
マネージメント

寄り添い
つなぐ

見立てと
支援

コーディネーター
（2名）

公認心理師
臨床心理士
臨床発達心理士
（5名）

福祉部

保
護
者

単線的な対応

チームで複眼的な対応
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モ
デ
ル
事
業
開
始
後
、
Ｈ
Ｓ
は
２
０
２
5
年

２
月
末
ま
で
に
２
１
７
家
庭
の
相
談
を
受
け
、

対
応
は
延
べ
４
２
７
回
、
う
ち
約
48
％
は
「
解

決
済
み
」
と
い
う
成
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
現

場
訪
問
は
２
４
２
件
に
達
し
、
教
職
員
か
ら
の

Ｓ
Ｏ
Ｓ
対
応
も
充
実
。
そ
の
結
果
、
保
護
者
対

応
に
よ
る
休
職
・
退
職
者
は
激
減
し
、
２
０
２

４
年
度
は
０
名
と
な
り
ま
し
た
。
負
担
軽
減
効

果
は
教
職
員
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
明
ら
か
で
す
。

「
天
理
市
で
は
、
昨
年
度
の
１
年
間
で
退
職
者

は
１
人
、
休
職
者
も
３
人
に
ま
で
減
ら
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
し
か
も
退
職
者
は
『
地
元
に

戻
る
た
め
』
と
い
っ
た
自
己
都
合
で
、
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
な
事
情
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
休
職
し
た

方
も
復
職
に
至
っ
た
ケ
ー
ス
が
あ
り
、
こ
れ
は

Ｈ
Ｓ
と
い
う
支
援
モ
デ
ル
の
成
果
だ
と
考
え
て

い
ま
す
（
市
長
）」

　

Ｈ
Ｓ
で
は
、
先
生
方
へ
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

も
実
地
し
て
い
る
と
か
。

「
こ
こ
ま
で
『
保
護
者
対
応
で
心
が
折
れ
て
し

ま
っ
た
』
と
い
う
よ
う
な
理
由
で
離
職
し
た

ケ
ー
ス
は
出
て
い
ま
せ
ん
。
と
は
い
え
、
教
師

と
し
て
の
指
導
力
に
悩
み
、
心
身
を
す
り
減
ら

し
て
し
ま
う
方
は
ま
だ
ま
だ
多
く
、
今
後
解
決

す
べ
き
課
題
と
い
え
ま
す
（
山
口
次
長
）」

　

天
理
市
の
成
果
は
大
い
に
注
目
さ
れ
、
全
国

か
ら
の
視
察
が
相
次
い
で
い
ま
す
。

「
学
校
が
抱
え
る
課
題
は
全
国
ど
こ
で
も
同
じ

で
、
決
し
て
天
理
市
だ
け
の
話
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
説
明
を
聞
い
た
多
く
の
方
が
『
今
の
お
話
、

私
た
ち
の
学
校
の
状
況
か
と
思
い
ま
し
た
』
と

い
う
感
想
を
述
べ
ら
れ
ま
す
。
現
場
で
共
有
さ

れ
て
い
る
の
は
、
保
護
者
へ
の
対
応
が
理
不
尽

な
も
の
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
現
実
な
の
で
す

（
市
長
）」

2025年2月末までの対応数

教員の声

保護者対応の
負担感が「軽減」した

授業準備などの時間が増え、
学力向上の効果が出た

充実した授業のために、
新しい取り組みを行った

保護者対応に同席して
もらえたのが心強かった。

対応に悩んでいた保護者に、第三者的立場から
関わってもらい、言いたいけど言えないことを伝
えてくれて職員の心理的負担が軽減された。

園(学校)が聞き出せなか
った保護者の本音や背景
を知ることができた。

⃝ケース数� 217家庭
⃝延べ対応� 427回
⃝ほっとステーションの学校現場訪問� 242件

➡退職者・休職者が激減
保護者対応による退職者・休職者は０名

（2024年度退職1名。休職3名、内1名は復帰）

負担感の軽減効果

2024年度 ほっとステーション対応件数推移

（2025年2月全職員無記名アンケートより）

▲並河市長と市職員の皆さん

管理職
7割

教職員
約3割

40% 76%

保護者の相談だけでな
く、心が折れそうな職員
の早期発見・支援により、
教員の心が軽くなった。

4月 7月5月

延べ対応件数 対応ケース数 現場対応件数

1月6月 2月

100

7575

5454

11

8989 9090

2626

2121

90

80

70

60

50

40

30

20

10

0

※予防的に現場対応を行うことで
　相談件数の減少につながっている。

2525
2525

1515

1717

2929

2121
1212

1010

4343
3434

66

効果が出た 行った
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並
河
市
長
は
、
Ｈ
Ｓ
で
様
々
な
事
例
に
直
面

す
る
う
ち
に
、
現
在
の
保
護
者
が
抱
え
る
問
題

が
だ
ん
だ
ん
と
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
と
述
べ

ま
す
。

「
ひ
と
昔
前
は
、
理
不
尽
な
要
求
を
す
る
保
護

者
を
『
モ
ン
ス
タ
ー
』
な
ど
と
ひ
と
括
り
に
し

て
い
ま
し
た
が
、
一
つ
ひ
と
つ
の
ケ
ー
ス
を

追
っ
て
い
く
と
、
保
護
者
自
身
が
悩
ん
で
い
る

ケ
ー
ス
が
と
て
も
多
い
こ
と
が
見
え
て
き
ま
し

た
。

　

例
え
ば
『
子
ど
も
が
こ
ん
な
目
に
あ
っ
た
』

と
保
護
者
が
訴
え
て
く
る
背
景
に
は
、
仕
事
や

家
庭
内
の
問
題
な
ど
、
子
ど
も
と
は
直
接
関
係

の
な
い
要
因
が
絡
ん
で
い
る
こ
と
が
少
な
く
な

い
の
で
す
。（
市
長
）」

　

と
て
も
攻
撃
的
に
見
え
る
保
護
者
が
、
実
は

自
身
も
過
去
に
虐
待
さ
れ
た
経
験
が
あ
り
、
そ

の
た
め
に
過
剰
反
応
し
て
し
ま
う
と
い
う
事
例

も
多
く
あ
る
そ
う
で
す
。

「
ト
ラ
ブ
ル
メ
ー
カ
ー
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い

た
方
が
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
丁
寧
な
対
話
に

よ
っ
て
、『
自
分
も
傷
つ
い
て
き
た
か
ら
こ
そ
、

子
ど
も
が
同
じ
目
に
遭
わ
な
い
か
敏
感
に
な
っ

て
い
る
』
と
い
う
こ
と
に
気
づ
か
れ
た
ケ
ー
ス

が
あ
り
ま
す
。
学
校
現
場
で
は
、
こ
う
し
た
し

ん
ど
さ
の
背
景
ま
で
把
握
で
き
な
い
こ
と
も
あ

る
の
で
す
が
、
支
援
ス
タ
ッ
フ
が
介
入
す
る
こ

と
で
、
丁
寧
な
聞
き
取
り
と
対
応
が
可
能
に

な
っ
て
い
ま
す
（
山
口
次
長
）」

　

最
近
は
保
護
者
か
ら
の
相
談
よ
り
も
、
教
員

か
ら
の
相
談
が
増
え
て
い
る
そ
う
で
す
。「
ク

ラ
ス
運
営
が
難
し
い
」「
生
徒
同
士
の
ト
ラ
ブ

ル
が
頻
発
し
て
い
る
」「
こ
れ
か
ら
保
護
者
に

説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
け
ど
不
安
」
な
ど
、

現
場
の
声
に
即
応
で
き
る
支
援
体
制
を
築
く
こ

と
で
、
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
可
能

に
な
っ
て
い
ま
す
。

今後の展望

➡現場派遣の充実
スーパーバイザーと心理士による現場での教職員との連携を
強化。カウンセリングへの来所意欲がない児童生徒や保護者
に直接関わり、信頼関係の醸成を図る。時短講師による現場
サポート体制 、スクールカウンセラーとの連携も強化。

保護者が今要望していることに振り回されるのではな
く、中長期的な視点から子どもと保護者の不安を和ら
げること

子どもに起きている状態を心理士など専門家の見立て
を踏まえた多様な視点をもって、教員と「ほっとステー
ション」が「チーム」で適切な手立てをすること

保護者が要望しているか否かではなく、子どもたちに
とって必要な指導を主体的に考えて行っていくこと

保護者を「満足」させることが目的ではなく、保護者の
気持ちに寄り添いながら、子どもの安心を得ることが
目的

学校園所は警察や裁判所ではない。保護者の主張につ
いて詳細な事実確認を行うよりも、児童生徒のトラブ
ルの背景にある不安などを読み解くことが重要

保護者の要望に対して「できる／できない」ではなく、
「こどもまんなか」の視点から「する／しない」に切り替
える

➡児童生徒の居場所づくり
不登校や登校しぶりだけでなく、教室内で暴言暴力等の問題
行動を繰り返す児童が校内で落ち着ける「シェルター」の運営
を強化。

➡いじめ対策の強化
「いじめマイスター」委託事業をはじめ、「加害」「被害」双方へ
の対応を強化。

➡働き方改革の推進
2024年度、残業時間は全校平均で前年度比11.3%減少。ほ
っとステーションとの連携が進んだ学校では1/3減少し、安
定して月30時間以内に収まっている。格差の解消に努め、残
業時間の更なる縮減を図る。

ほっとステーション実施によって得られた教訓
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現
場
と
行
政
の

は
ざ
ま
に
あ
る
問
題
と
は

　
「
ほ
っ
と
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
の
取
り
組
み
は
、
財

務
省
の
主
計
官
が
視
察
に
訪
れ
る
な
ど
、
国
の
関
係

機
関
も
関
心
を
寄
せ
て
い
ま
す
。
総
務
省
や
文
科
省

と
も
意
見
交
換
の
機
会
が
増
え
、「
こ
う
し
た
取
り

組
み
を
後
押
し
す
べ
き
だ
」
と
い
う
声
も
挙
が
っ
て

い
ま
す
。

　
た
だ
し
議
論
は
単
純
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば

文
科
省
の
政
策
に
対
し
て
、
現
場
は
「
と
に
か
く
人

が
足
り
な
い
」
と
訴
え
ま
す
。
一
方
で
財
政
サ
イ
ド

は
、「
処
遇
改
善
さ
え
す
れ
ば
人
が
集
ま
る
の
か
」

と
い
う
立
場
を
と
り
ま
す
。

　
実
際
、
全
国
の
退
職
者
や
休
職
者
の
多
く
は
、
給

与
が
低
い
か
ら
辞
め
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
む

し
ろ
、「
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
全
力
を
尽
く
し
た

い
」
と
い
う
思
い
や
熱
意
を
折
ら
れ
て
去
っ
て
い
く

人
が
多
い
。
そ
こ
が
問
題
の
本
質
で
す
。

　
処
遇
改
善
に
加
え
て
、
安
心
し
て
勤
務
時
間
内
に

働
け
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
。
そ
れ
が
で
き
て
、
初

め
て
教
員
不
足
の
解
決
に
つ
な
が
る
の
だ
と
私
は
考

え
ま
す
。

自
分
の
気
持
ち
を
言
葉
に
で
き
な
い

子
ど
も
の「
リ
テ
ラ
シ
ー
」を
育
て
る
に
は

　
私
は
Ｈ
Ｓ
で
発
生
し
た
事
案
を
毎
日
メ
ン
バ
ー
と

共
有
し
て
い
ま
す
。
出
張
の
際
に
は
、
出
先
か
ら
電

話
で
報
告
を
聞
く
こ
と
が
常
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
う
や
っ
て
現
場
を
知
る
な
か
で
分
か
っ
て
き
た

の
は
、
自
分
の
気
持
ち
を
言
葉
に
で
き
な
い
子
ど
も

た
ち
の
存
在
で
す
。

　
子
ど
も
の
ト
ラ
ブ
ル
の
多
く
は
、「
不
快
な
気
持

ち
を
言
葉
で
伝
え
ら
れ
な
い
こ
と
」
か
ら
生
ま
れ
て

い
ま
す
。
勉
強
は
で
き
て
も
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
苦
手
な
子
ど
も
が
増
え
て
い
る
。
気
持
ち
を
う

ま
く
相
手
に
伝
え
ら
れ
な
い
か
ら
、
暴
言
や
暴
力
と

い
う
手
段
に
出
て
し
ま
う
の
で
す
。

　
こ
れ
を
防
ぐ
に
は
、
気
持
ち
を
表
現
す
る
力
、
即

ち
「
感
情
リ
テ
ラ
シ
ー
」
を
育
て
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
そ
れ
は
、
子
ど
も
を
み
る
教
員
の
ほ
う
に
も
当

て
は
ま
り
ま
す
。
教
員
は
よ
く
、
指
示
に
従
わ
な
い

子
ど
も
を
「
あ
の
子
は
言
う
こ
と
を
聞
か
な
い
」
と

評
価
し
ま
す
。
し
か
し
、
臨
床
心
理
士
の
分
析
で
は
、

そ
の
見
方
は
想
像
に
過
ぎ
な
い
と
指
摘
さ
れ
る
。

　
「
指
示
を
無
視
し
て
い
る
」
の
で
は
な
く
、「
言
語

理
解
に
問
題
が
あ
っ
て
意
味
が
理
解
で
き
な
か
っ

た
」
と
か
「
指
示
を
聞
い
て
い
た
が
、
注
意
が
散
漫

で
忘
れ
て
し
ま
っ
た
」
な
ど
、
様
々
な
背
景
が
考
え

ら
れ
る
か
ら
で
す
。

　
「
要
注
意
児
童
」
と
ま
と
め
て
し
ま
う
と
、
こ
う

し
た
個
別
の
理
由
が
見
え
な
く
な
り
、
本
質
的
な
支

援
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　
私
た
ち
が
対
応
し
た
い
じ
め
事
案
の
9
割
は
「
事

実
と
想
像
の
混
同
」
が
主
な
原
因
に
な
っ
て
い
ま
す
。

受
け
手
の
解
釈
が
事
実
と
し
て
一
人
歩
き
し
な
い
よ

う
、
十
分
な
配
慮
が
必
要
な
の
で
す
。

子
ど
も
に
向
き
合
う

「
余
白
」が
教
師
を
変
え
る

　
外
部
か
ら
の
視
察
や
会
議
な
ど
で
、「
Ｈ
Ｓ
と
は

保
護
者
対
応
か
ら
教
員
を
守
る
仕
組
み
な
の
で
す

か
」
と
問
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
は
違

い
ま
す
。

　
私
た
ち
の
目
的
は
、
教
員
が
勤
務
時
間
内
に
じ
っ

く
り
子
ど
も
と
向
き
合
う
た
め
の
「
余
白
」
を
つ
く

る
こ
と
で
す
。
教
師
が
向
き
あ
う
べ
き
相
手
を
、
保

護
者
か
ら
、
本
来
の
「
子
ど
も
」
に
戻
そ
う
と
し
て

い
る
の
で
す
。

　
新
し
い
試
み
を
取
り
入
れ
よ
う
と
し

て
も
、
現
場
は
今
、
飽
和
状
態
で
す
。

メ
モ
リ
が
い
っ
ぱ
い
の
パ
ソ
コ
ン
に
新

し
い
ソ
フ
ト
を
無
理
に
入
れ
よ
う
と
す

る
の
と
同
じ
で
、
と
て
も
受
け
入
れ
る

「
余
白
」
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
状
態

で
「
こ
れ
も
や
っ
て
」「
あ
れ
も
導
入

し
て
」
と
言
わ
れ
て
も
、
現
場
は
疲
弊

す
る
だ
け
で
す
。

　
だ
か
ら
こ
そ
、
ま
ず
は
「
余
白
を
取

り
戻
す
」
こ
と
が
必
要
で
す
。
今
こ
そ

教
育
の
仕
組
み
を
見
直
し
て
い
く
時
だ

と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
度
の
調
査
で
は
「
授
業
づ
く
り
の
た
め
新
し

い
取
り
組
み
を
行
っ
た
」
と
答
え
た
教
員
が
約
8
割

に
達
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
余
白
が
生
ま
れ
た
こ
と
に

よ
る
大
き
な
変
化
で
す
。
教
員
の
負
担
は
、
支
援
の

質
や
関
わ
り
方
次
第
で
大
き
く
違
っ
て
く
る
の
で
す
。

チ
ー
ム
で
支
え
、

未
来
に
希
望
を
つ
な
ぐ

　
こ
う
し
た
取
り
組
み
に
よ
っ
て
、「
子
ど
も
の
た

め
に
働
き
た
い
」
と
い
う
志
を
も
つ
人
が
、
現
場
に

希
望
を
感
じ
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

実
際
に
「
こ
の
モ
デ
ル
が
あ
る
な
ら
、
自
分
も
教
員

に
な
り
た
い
」
と
言
っ
て
く
れ
る
学
生
も
出
て
き
ま

し
た
。

　
こ
れ
ま
で
は
「
や
る
気
が
あ
っ
て
も
潰
れ
て
し
ま

う
」
構
造
だ
っ
た
教
育
現
場
に
、
よ
う
や
く
変
化
の

風
が
吹
い
て
き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
私
は
心
理
職
で
も
な
け
れ
ば
教
員
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。
何
か
一
つ
の
専
門
領
域
に
精
通
し
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
専
門
職
特
有
の
先
入
観

や
慣
れ
に
囚
わ
れ
ず
に
、「
そ
れ
は
本
当
に
子
ど
も

の
た
め
に
な
っ
て
い
ま
す
か
？
」
と
、
シ
ン
プ
ル
に

問
う
こ
と
が
で
き
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
試
み
が
す
ぐ
に
成
果
と
し
て
現
れ
る
こ
と
は
な
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
数
年
か
け
て
、「
あ

の
子
が
少
し
ず
つ
穏
や
か
に
な
っ
た
」「
学
校
が
安

心
で
き
る
場
所
に
な
っ
た
」
と
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に

な
る
こ
と
。
そ
れ
こ
そ
が
、
支
援
の
本
質
的
な
成
果

で
す
。

　
そ
の
土
台
に
あ
る
の
は
、
大
人
が
変
わ
る
こ
と
、

大
人
が
気
づ
く
こ
と
。
子
ど
も
に
変
化
を
求
め
る
の

で
は
な
く
、
ま
ず
私
た
ち
が
「
変
わ
れ
る
大
人
」
で

あ
る
こ
と
。

　
そ
れ
を
チ
ー
ム
で
実
践
し
続
け
る
仕
組
み
づ
く
り

こ
そ
、
私
た
ち
が
今
、
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
の
核

心
で
す
。

教
育
現
場
の“
余
白
”を
取
り
戻
す

「
ほ
っ
と
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」の
挑
戦

最
後
に
、市
長
に
今
回
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
談
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。


